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2今月の表紙 トロピカルフルーツ
ミュージアム（広野町）

福島県で初となるバナナの本格栽培をしています。ハウスの中はまるで南国で 、「綺麗（きれい）」という愛称の
バナナは寒さに強く、糖度が高めでクリーミーな味わいが特徴です。農薬不使用のため皮ごと食べることができます。
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　多くの方に福島県を訪れてもらい、観光を通して本県の魅力や復興の状況を知ってもらうため、
県ではさまざまな取り組みを行っています。
　震災と原発事故からの復興状況や教訓について発信する「ホープツーリズム」、これから始まる
観光キャンペーンについてご紹介します。

（公財）福島県観光物産交流協会　ホープツーリズム・教育旅行推進部門
 TEL ▶ 024-525-4060 　Mail ▶ hopetourism@tif.ne.jp
 ホームページ▶ https://www.hopetourism.jp

世界で類を見ない「複合災害（地震・津波・原子力災害）」を経験した唯一の場所、福島県。
ホープツーリズムは、複合災害の事実、教訓、復興への挑戦から得た学びから、これ
からの持続可能な社会・地域づくりを探究・創造するプログラムです。

ホープ
ツーリズム
とは

ホープツーリズムに
関するお問い合わせは

こちら

施設見学、フィールドワークから
ありのままの姿を体感

　復興に向け確かに歩み出している
地域、持続可能な未来を担う新しい
取り組みが始まっています。一方、長
年の避難指示による地域への影響を
感じる町並み、避難指示が継続中の
地域…。報道だけでは伝わらない“光
と影”。その光景が「福島の今」です。

見 る 聞 く 考 え る

さまざまな立場・分野で復興に
“挑戦”する人々との“対話”

　震災、津波、原子力災害、風評…
未曽有の困難の中で、それでもなお
前へ進もうと果敢にチャレンジする
人々が、福島にはたくさんいます。
挑戦を続ける人々との対話から、多
くの刺激や気づきを得ることができ
ます。

震災･原子力災害の教訓を未来
(社会･地域･日常･自分自身)
にどう活かすか
　まとめのワークショップでは、震
災・原子力災害により顕在化したさま
ざまな社会課題は「福島だけの問題」で
はなく「日本社会や地域が抱え、解決
すべき問題」であるという視点に立ち、
自分たちがどのような未来を創ってい
きたいかなどについて議論します。

福島オンリーワンの新しいスタディツアー
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帰還困難区域内外の町並みを車窓から見学

震災・原子力災害、復興の全体像を把握

県内初の震災遺構で被災当時の様子を見学

町並みを歩いて震災・原子力災害の爪痕を肌で感じる
JR双葉駅周辺 考える

国道６号通過

東日本大震災・原子力災害伝承館

震災遺構 浪江町立請戸小学校

聞く

聞く

見る

見る

見る

見る

日帰りモデルコース

「福島ならでは」の 観光で魅力を発信「福島ならでは」の 観光で魅力を発信特 集

〈公式サイト〉

双葉郡から伝える福島の今
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読者からの
お便り

特集・エフレイの設立、すばらしい教育機構に期待と夢があり、福島の未来に明るい希望が湧いてきますね。
（80代 郡山市）
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「福島ならでは」の 観光で魅力を発信「福島ならでは」の 観光で魅力を発信特 集

ショップを通して双葉郡で起こった事実を伝えてい
ます。そこから参加者の皆さんが何かを学んで、感
じ取って、自分自身に活かしてもらえるよう日々勉
強を重ね、この地にいるからこそFPとしてできるこ
とを考えながら取り組んでいます。

　現地に来てみないとわからないことがたくさんあ
るので、震災当時の感覚があまりない学生の方に直
接見てもらえるだけでもうれしいです。
　新しい建物が建って、人の生活が戻っていたり、そこ
で新たにチャレンジをしている人がいたり、新しい取り
組みがされています。一方で、まだ完全に復興を遂げ
たわけではなく、手付かずで崩れたままになっている建
物もあります。進んでいる部分と止まっている部分が混
在している状況です。どちらかではなく、どちらも今の
福島の姿なので、両方見ていただきたいですし、今も頑
張っている人がいるということをぜひ知ってほしいです。

　県が実施している「ホー
プツーリズム」において
フィールドパートナー※（以
下、FP）として活動してい
る一般社団法人ふたばプロ
ジェクトの小泉さんにお話
を伺いました。
※ツアーのアテンドを行い、中立・客観 
　的な立場から震災・原子力災害、復
　興に関する情報を伝え、参加者の学
　びに向かう力を引き出す総合案内人

　令和３年11月から双葉町を拠点にFPとして活動
しています。震災や原発事故から12年という月日
が経ってもなお、誤ったイメージを持たれてしまう
ことがあり、悔しく感じます。出身の大熊町を含む
大好きな双葉郡をより多くの方に発信できるように

なりたいと思い、
FPを目指し始め
ました。
　自分が生まれ
育った地域に来
ていただいて
いるという感謝
の気持ちも込め
て、フィールド
ワークやワーク

双葉郡から伝える福島の今

大好きな双葉郡のことをより多くの方に発信

福島の今の姿を知ってほしい

一般社団法人
ふたばプロジェクト　

小
こいずみ
泉　良

み
空
く
さん

震災後の歩みを説明する小泉さん

ワークショップの様子

インタビュー
INTERVIEW　



4
2023年
8月号

読者からの
お便り 毎号トピックスを分かりやすく紹介いただきありがとうございます。エフレイを理解できました。（30代 須賀川市）

今年福島空港が
開港３０周年を迎えました！

キビタンの

　福島空港は、今年３月20日に開港30周年を迎えました。
　福島県の空の玄関口として、これまで延べ1200万人以上のお客様にご利用いただきました。東日本大震
災や近年では新型コロナウイルス感染症の影響により利用者数が大きく減少しましたが、今年１月にはベトナ
ムからの国際チャーター便も再開され、現在はコロナ禍前の8割まで回復し、にぎわいが戻ってきています。

問県庁空港交流課　☎024-521-7127

問福島空港乗継利用キャッシュバックキャンペーン
　 事務局（福島空港ビル株式会社内）
☎0247-57-1511（8：30～17：00）

　福島空港は東日本大震災直後に陸
路が寸断される中、救援物資の受け入
れや人命救助活動などで、震災被害の
応急対応に大きな役割を果たしました。
令和元年10月の台風19号による被
害においても、自衛隊機や防災ヘリな
どが利用し、災害対応の拠点となりま
した。
　また、地域に密着した交流の場にも
なっており、今年度は開港30周年を
記念する多彩なイベントなども実施し
ます。
　地域の皆さまに親しまれる空港づく
りに取り組んでいきますので、今後と
も、ぜひ福島空港をご利用いただきま
すようお願いします。

　開港30周年を記念して、福島－伊丹便から四国・九州・沖縄へ
乗り継ぎ利用をした場合、片道5,000円、往復で１万円のキャッ
シュバックキャンペーンが９月から実施されます。
　福島空港を利用して、もう一歩先への空の旅はいかがですか。

防災拠点としての役割 お得なキャンペーンで福島空港から“ふたっとび”！

到着便を歓迎するスタッフ 外国人観光客でにぎわう空港 開港30周年記念式典

キャンペーン詳細（福島空港公式ホームページ）
https://fks-ab.co.jp/cashback/

キャンペーン期間

「福島ならでは」の観光で魅力を発信「福島ならでは」の観光で魅力を発信

「ふくしま秋観光キャンペーン2023」を
実施します！！

「ふくしま秋観光キャンペーン2023」を
実施します！！

　福島県は今年９月から11月までの3カ月間「ふくしま
秋観光キャンペーン2023」を実施します。県内各地に点
在する秋の定番スポットに加えてワクワクドキドキの
特別企画もぜひお楽しみください。

期　間：９月１日金～11月30日木
「秋をめぐれば福きたる」
テーマ：「恵み」「伝統」「日常」

【ふくしまデジタル周遊ラリー】
単独の宿泊施設・観光施設を巡るだけでなく、
３つのテーマに沿った県内さまざまな施設を周遊する
デジタルラリーを開催します！！

令和５年 令和５年

相馬沖で水揚げされる天然トラフ
グ。県内外が注目する相馬の新たな
味覚。市内の各料理店にてさまざま
な料理を味わえます。

福とら

相馬市
安達ヶ原ふるさと村などを巡り二本
松市安達ヶ原に伝わる鬼婆伝説の世
界にひたるツアー。

オニババ
Deep Loveツアー

二本松市
夏の朝夕に霧に包まれる幻想的な景
色から霧幻峡と呼ばれる只見川を渡
るための手こぎの渡し船を体験。

知恵と工夫が息づく
昔ながらの生活を体験

金山町

恵 み 伝 統 日 常

特別企画一例

む　げんきょう

・食
・温 泉

・文 化
・祭 り
・体 験

・景 色
・体 験
・復 興

恵 み 伝 統 日 常


